
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい学校や学年の生活にも慣れ、学年や学級の人間関係や絆がさらに深

まってきているように感じます。 

さて、今ほど人と人との関係の大切さを問われている時代はありません。特

に、「思いやり」については、いろいろな場面で話題となっています。そして、

「思いやりって大事だね」とよく言われます。 

では、「思いやり」ってなんでしょうか。思いやりとは、一時の感情ではないといえます。例えば、

健康な人が病気の人を見て「かわいそうだ」とか、幸せな人が不幸な人に対してもつその瞬間の

感情の「同情」とは違います。 

「思いやり」とは相手の苦しみや悲しみに共感することであり、その苦しみや悲しみを何とか解決

してあげたいと思う気持ちが態度や行動に表れてくるものです。つまり、自分がしてもらったら嬉し

いと思うことを相手にしてあげること、逆に、自分がしてほしくないと思うことは相手にしないことで

はないかと思います。 

もちろん、一緒に考え、実際に行動をともにしていっても、できることとできないことがあります。し

かし、どんな場合でも「何ができるかを考える」ことが大切ではないでしょうか。 

ただ、それは、必ずしも相手のペースで、相手の言うとおりにすることではありません。相手の考

えを認め、受け入れ、対話を通して分かり合うことです。つまり、相手の立場に思いを寄せながら、

自分自身も主体的に、積極的に関わろうとする心遣い、気配りをもてるかどうかだと思います。 

なぜなら、「相手のことを考えること」＝「その人のために何とかしなければならないこと」だから

です。それを、ともに分かり合って乗り越えていこうとする、前向きで積極的な心遣い、それが「思い

やり」だと思います。 

しかし、「思いやり」は一言で言うほどたやすいものではありません。「思いやり」というのは、自

然に何気なくできるのが望ましいのでしょうが、相手が受け入れてくれるだろうか、自分の気持ちが

伝わるのだろうかと心配することもあります。 

でも、前向きに関わり、心を寄せることで必ず気持ちが通じ合い、相手は理解してくれるはずで

す。こうした、前向きな心遣いができてはじめて「思いやり」の気持ちがもてたといえると思います。

自分も大切にしながら、相手の気持ちを受け入れていこうとする一人一人の意志、気持ちを大切に

していきたいものです。 

 

 

 

本当の優しさとは何だろうかと考えても、よく分からない人も多いかもしれません。

何か困ったことがあった時に助けてくれたとしても、見返りを求められることが

多くて「ウソ、偽り」の優しさだと思ってしまうこともあるはずです。 

そこでここからは、困った時に助けてくれる本当の優しさをもっている人の特

徴を紹介します。 

● 本当に優しい人 1. 相手に見返りを求めない 

本当に優しい人は、たとえ相手が対立関係にある人であっても、困っている人がいたら迷わず手

を差し伸べます。相手を助けたいという純粋な思いから下心なく親切にでき、助けることで自分に

還元される利益やメリットを求めていません。自分の利益を考えずに行動できるのは、本当の優し

さをもって行動できる人の特徴です。 

● 本当に優しい人 2. 何も言わずに行動に移す 

相手のことを思っているなら、相手の行動をよく見ているため、何をすることが一番相手のため

になるかが自然に分かります。どう行動するのが相手に対する優しさなのかがすぐに分かるため、

何も言わずにすぐに行動に移します。見返りを求めていないため、恩を着せるようなことはしないで、

親切で思いやりにあふれた行動ができるでしょう。 

● 本当に優しい人 3. ダメなことはきちんと叱ることができる 

本当に優しい人は、ただ、「いいよ」と答えることは相手のためにならないことを理解しているた

め、甘やかすだけではありません。本当に相手のためになることは何か考えて行動するため、必要

とあらば「それは、だめだよ」と叱ることができる強さをもっています。嫌われるかもしれないという

気持ち以上に、相手のためを思ってダメなことはダメと言えるのが本当に優しい人の特徴です。 

● 本当に優しい人 4. 誰に対しても平等に優しい 

本当に優しい人は、相手が自分にとって利益があるかどうかで接し方を変えたりはしません。相

手からよく思われたいだとか、見返りを求めたいなどと考えていないため、どんな人に対しても下

心なく平等に、親切に接します。自分の利益を求めていないからこそ、裏表なく誰にでも平等な態

度で接することができているのです。 

● 本当に優しい人 5. ささいなことにも感謝の気持ちをもつことができる 

本当に優しい人は誰かが何かをしてくれることを当然とは思っていないため、誰かが自分のため

に行動してくれると、とても嬉しく感じます。たとえほんのささいなことであっても、何ら当然とは思っ

ておらず、感謝の気持ちをもっています。人に感謝ができるのは、思いやりがあって優しい人である

証拠といえるでしょう。 

● 本当に優しい人 6. 時にはそっと見守ることができる 

必要もないのに手助けをするのは、思いやりや親切でなくお節介です。本当の優しさをもってい

る人は、あえて手を出さない強さをもっています。今自分が手を出すことが相手のためにならない

と判断したなら、近くでそっと見守ります。本当の優しさとは何かを知っているからこそ、場合によっ

ては手助けせずに温かく目を向けています。 
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本当の優しさとは何か？を教えてくれる名言 

相手のためを思っての行動が裏目に出てしまい、本当の優しさとは何かわからず、悩んでしまう

こともあるでしょう。ここでは、本当の優しさとは何かを教えてくれる名言を紹介していきます。詳しく

見ていきましょう。 

 

● 名言 1. 「「愛」と「優しさ」は、決してムダにはなりません。なぜなら、受け取った人を幸せにす

るし、与えた人をも幸せにするのだから。」バーバラ・デ・アンジェリス 

アメリカの心理学者、バーバラ・デ・アンジェリスの名言。 

 

● 名言 2. 「他の人にやさしくできる人は、感謝されなくたって、そうすることができるんだ。」ベン

ジャミン・フランクリン 

アメリカで政治家、外交官、著述家などとして多彩な活動をしていた、ベンジャミン・フランクリンの

名言。 

 

● 名言 3. 「「優しさ」という財産を大切にしなさい。そして、それをためらいなく与え、後悔なく手

放し、下心なく手にする方法を知りなさい。」ジョルジュ・サンド 

フランスの女流作家のジョルジュ・サンドの名言 

 

● 名言 4. 「見返りなんか期待せず、周りの人に優しさを無作為に与えましょう。大丈夫、いつか

誰かがあなたに同じことをしてくれるから。」プリンセス・ダイアナ 

イギリスの元皇太子妃としても知られる、プリンセス・ダイアナの残した名言。 

 

● 名言5. 「お米を与えてくれれば、今日、食べる事が出来る。育て方を教えてくれれば、毎日、食

べる事が出来る。」マハトマ・ガンジー 

インド独立の父ともいわれる、弁護士・宗教家・政治指導者であるマハトマ・ガンジーの名言。心が

くじけそうになった時にも感謝の気持ちを忘れないでいられる名言。 

 

【読んでみよう】皆が嫌な思いをしない、居心地の良い社会とは～みなさんと同じ中学生が書いた作文です～ 

 

皆が嫌な思いをせず、居心地の良い社会とはどんな世の中だろうか。私は、苦しむ人がいない思

いやりで溢れている、そんな世の中が、嫌な思いをせず、居心地の良い社会だと思う。 

今の世の中は、居心地が良い社会とは言えないと思う。なぜなら、ネットでの誹謗中傷が絶えず、

いじめや新型コロナウイルスのせいで辛い思いをしている人がたくさんいるからだ。なぜ、誹謗中傷・

いじめ・差別などで苦しむ人がいなければならないのだろう。誹謗中傷は、匿名で書き込めばバレな

い？他人も書き込んでいるから大丈夫？いじめや差別も、バレなければ大丈夫？いじめや差別をされ

ている人が我慢していれば良い？そんな事はない。軽い気持ちで誹謗中傷・いじめ・差別をするのは

間違っている。 

実際、私は一人の友達に相談された事があった。 

「実はさ、クラスの人に笑われたりしてるけど本当は全然嬉しくもないし嫌なんだよ」 

その話をされた時、心が痛んだ。その人はクラスの人の前では皆に笑われると自分も笑って楽しそ

うにしている。でも、皆と一緒に笑っているのは楽しいからじゃない。嫌だけど皆に合わせて笑ってい

るだけだった。『いじられキャラ』が『皆から好かれる人』ではないことをこの時改めて感じた。 

相談をされてから少したった頃、私も同じような経験をした。授業中先生にあてられ、答えようとす

ると一人の男子が変なあだ名を付けてきた。すると、周りにいた人達は笑い出し、すごく嫌な思いをし

た。相談してきた友達と同じような経験をした私は、その友達の気持ちがよく分かった。授業が終わっ

た後私はあだ名をつけてきた人に、「さっき、何であんな呼び方したの？」と聞いた。するとその人は、

「あー、あれは冗談だよ。ごめんね。」と軽い口調で言われた。その時、すごく腹が立った。私は真剣に

聞いているのに、軽く流されたこと。本人は、私が嫌な思いをしている事に気づいていない様子だっ

たこと。ものすごく腹が立ったし、この人は自分が同じことをされないとどんな気持ちになるのか、分

からないのだと思った。人にあだ名をつけられて、喜ぶ人も、もちろんいると思う。だがあだ名をつけら

れた人全員が、喜ぶわけではない。もっと相手の事を考えて、言葉を発してほしかった。だから謝られ

た時に「軽く流されないでもらえる？私は授業中すごく嫌な思いをしたの。分からないかもしれない

けど、何も面白くなかったし不愉快だった」と、勇気を出して少し強めの口調で話した。本人は、少し

驚いていたがその後にきちんと謝ってくれた。そして、私が話している時に聞いていた一緒に笑ってい

た人達も謝ってくれた。それからは変なあだ名で呼ばれることも無くなった。私はあの時勇気を出し

て、本当の気持ちを伝えて良かったと思っている。 

私に相談してきた友達に、勇気を出して自分の気持ちを伝えてみたら？と話した。それから、友達

は自分のことをいじってくる人に嫌だと伝えることができたそうだ。自分の気持ちを伝えてからは、い

じられたり、笑われたりすることが無くなったと言っていた。 

このように、自分の気持ちをしっかりと伝えることが大切だと改めて感じた。誹謗中傷や、いじめや

差別などで苦しむ人が一人で抱え込む必要は無いし、もっと周りに助けを求めるべきだ。苦しんでい

る人が近くにいるなら、話を聞いてあげたり一緒に解決策を考えたりすることが、助けることにつなが

ると思う。苦しんでいる人も、勇気を出して「SOS」のサインを出してほしい。絶対に周りにいる友達

や家族が助けてくれる。 

みんなが、嫌な思いをせず、居心地の良い社会を創るには『勇気を出して、助けを求める』ことや、

助けを求められた人は、『助けるためにできることをやる』ことが大切だと思う。誰にでもある「思い

やりの心」をたくさん使ってほしいし、相手の立場になって考えてから発言したり行動したりしてほし

い。 

最後に、私は必ず困っている人や助けを求めている人、苦しんでいる人に対して冷たく接しない。

一緒に考えて、一緒に悩んで、皆が嫌な思いをしないためにも、出来ることは全てやる。それが、私の

考える、『皆が嫌な思いをせず、居心地の良い社会』を創る大きな一歩になると思うからだ。 


